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「
フ
ボ
ニ
コ
ウ
ニ
、
ケ

イ
テ
イ
ニ
ユ
ウ
ニ
、
フ

ウ
フ
ア
イ
ワ
シ
、
ホ
ウ

ユ
ウ
ア
イ
シ
ン
ジ
、
キ

ョ
ウ
ケ
ン
オ
ノ
レ
ヲ
ジ

シ
」
小
学
校
低
学
年
で

暗
唱
さ
せ
ら
れ
た
教
育

勅
語
の
一
部
で
あ
る
▼
勅
語
と
は

臣
下
で
あ
る
日
本
国
民
に
賜
る
天

皇
の
お
言
葉
だ
が
、
現
在
の
陛
下

は
出
さ
れ
た
こ
と
あ
る
か
な
？
現

在
は
「
お
言
葉
」
と
言
う
よ
う
だ
。

教
育
勅
語
で
は
明
治
天
皇
が
日
本

人
の
教
育
方
針
を
明
確
に
提
示
し
、

第
二
次
世
界
大
戦
前
の
日
本
の
教

育
の
根
幹
で
あ
っ
た
▼
「
安
倍
晋

三
記
念
小
学
校
」
設
立
を
意
図
し

て
い
た
学
校
法
人
経
営
の
幼
稚
園

で
は
園
児
に
教
育
勅
語
暗
唱
を
さ

せ
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
た
。
幼
児

が
意
味
も
分
か
ら
ず
暗
記
す
る
こ

と
に
教
育
効
果
が
あ
る
の
か
知
ら

な
い
が
、
思
い
返
す
こ
と
も
な
か

っ
た
文
句
を
、
70
年
の
空
白
を
経

て
口
に
出
せ
た
こ
と
に
自
ら
驚
い

て
い
る
。
も
っ
と
も
意
味
を
理
解

し
て
い
た
訳
で
は
な
い
。「
キ
ョ
ウ

ケ
ン
オ
ノ
レ
ヲ
ジ
シ
」
の
よ
う
に

「
狂
犬
が
俺
を
ど
う
か
し
た
」
と

か
意
味
不
可
解
の
ま
ま
過
ご
し
た

箇
所
も
あ
る
▼
内
容
に
は
父
母
、

兄
弟
、
夫
婦
、
友
人
を
愛
し
和
す

こ
と
を
教
え
る
等
ほ
と
ん
ど
の
宗

教
、
道
徳
律
と
変
わ
ら
な
い
箇
所

が
多
い
。
教
育
勅
語
も
良
い
こ
と

も
言
っ
て
い
る
と
の
意
見
も
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
背
景
と
な
る
思
想

が
多
く
の
自
他
国
民
に
未
曾
有
の

災
厄
を
及
ぼ
し
た
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
る
ま
い
▼
ま
し
て
や
近
隣
国

民
、
民
族
を
正
当
な
理
由
な
く
誹

謗
中
傷
す
る
こ
と
を
幼
児
に
教
え

込
む
こ
と
は
勅
語
の
精
神
に
も
反

す
る
の
で
は
な
い
か
▼
教
育
勅
語

の
「
博
愛
衆
ニ
及
ボ
シ
」
の
衆
と

は
日
本
の
み
な
ら
ず
、
世
界
中
の

人
び
と
で
は
な
い
の
か
。�

（
美
）

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
東
日
本

大
震
災
を
忘
れ
ず
に
支
援
を
継
続

し
て
い
こ
う
と
、「
３
・
11
を
わ

す
れ
な
い
…
つ
な
が
る
」
取
り
組

み
が
各
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
行
わ
れ
た
。

こ
の
う
ち
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
オ
ベ
リ

ン
保
育
園
で
は
、
３
月
10
日
に
園

児
や
保
育
士
、
ス
タ
ッ
フ
が
東
日

本
大
震
災
復
興
支
援
の
た
め
の
募

金
を
淵
野
辺
駅
周
辺
に
て
呼
び
か

け
た
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
つ
る
み
保
育
園

で
は
、
同
日
に
近
隣
の
教
会
な
ど

と
協
働
し
て
園
周
辺
に
て
街
頭
募

金
を
行
っ
た
。
ま
た
、
横
浜
市
踊

場
地
区
セ
ン
タ
ー
（
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
指
定
管
理
）
で
は
、
３
月
４
日

に
仙
台
宝
山
連
に
よ
る
「
す
ず
め

踊
り
」
の
演
舞
と
東
北
物
産
展
を

開
催
し
、
来
場
し
た
１
３
０
人
の

方
々
と
復
興
へ
の
思
い
を
共
に
し

た
。（
そ
の
他
の
取
り
組
み
は
下

段
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）

　

３
月
11
日
に
は
、
横
浜
中
央
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
に
て
「
東
日
本
大
震
災
か

ら
６
年
目
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し

た
。
こ
の
つ
ど
い
は
、
大
震
災
を

忘
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
皆
で
集

い
、
こ
れ
か
ら
の
支
援
を
考
え
よ

う
と
今
年
初
め
て
行
わ
れ
た
。
第

１
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
支
援
活
動

に
関
わ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
５
人
に
よ

る
リ
レ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
詳
細
３

面
）、
次
に
阪
神
大
震
災
、東
日
本

大
震
災
、
熊
本
地
震
の
支
援
活
動

に
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
で
関
わ
っ
た

大
江
浩
氏（
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
）

が
、こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返

り「
微
力
で
も
無
力
で
な
い
」と
支

援
の
つ
な
が
り
か
ら
生
ま
れ
る
も

の
も
あ
る
と
語
っ
た
。
震
災
発
生

時
刻
と
同
時
の
午
後
２
時
46
分
に

は
参
加
者
全
員
で
黙
祷
を
さ
さ

げ
、
そ
の
後
、合
唱
曲「
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｉ

Ｅ
Ｖ
Ｅ
／
ビ
リ
ー
ブ
」を
歌
っ
た
。

東日本大震災から 6 年「3.11をわすれない… つながる」各 YMCA の取り組み

ホドス

共に歩む新たな決意
復興支援これからも
3.11をわすれない…つながる　思いを共に…3.11をわすれない…つながる　思いを共に…

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動
を
継
続
し
て
展
開
し
て
い

ま
す
。
大
震
災
発
生
の
３
月
11
日
前
後
に
は
、「
東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年　

３
・
11

を
わ
す
れ
な
い
…
つ
な
が
る
」を
テ
ー
マ
に
各
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
て
、
講
演
会
や
街
頭
募

金
、
バ
ザ
ー
、
物
産
展
、
つ
ど
い
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
と
と
も
に
、
今
後

の
支
援
活
動
な
ど
に
つ
い
て
考
え
、
復
興
へ
の
思
い
を
共
に
し
ま
し
た
。

▲��阪神大震災、東日本大震災、熊本地震の支援活動を振り
返り講演を行う大江浩氏（東日本大震災から６年目のつどい）

仙台宝仙連と保育園児
「すずめ踊り」を披露
～とつか　チャリティーイベント～
　3月5日に湘南とつかＹＭＣＡでは、「チャ
リティーイベント”Heart� to�Heart”」を開
催しました。午前の部では、戸塚駅東口
ペデストリアンデッキにて仙台宝山連とＹ
ＭＣＡ保育園5園（いずみ、マナ、とつか、
アルク、東とつか）の園児たちが「すず
め踊り」を披露しました。専門学校学生
や学童クラブの子どもたち、ユースリー
ダー70人は、戸塚駅周辺などの3カ所に
おいて募金を呼びかけ10万8千円の支
援が集まりました。午後の部では、戸塚
区にゆかりのある音楽家たちによるクラ
シックのチャリティーコンサートが行われ、
地域の人びとや会員など83人と復興へ
の思いを共にしました。

電力自給生活学ぶ講演会
音楽通して思い届ける

～ＡＣＴ・横須賀～
　3月11日、ＹＭＣＡ　ＡＣＴでは、「お
ひさまの力で電気代0円！？サトウチカさん
に学ぶ『オフグリッド』な暮らし」に子
育て世代など約20人が参加しました。
東日本大震災による福島原発事故を
きっかけに横浜市戸塚区において電力
完全自給（オフグリッド）生活を送って
いるサトウさんから震災をきっかけに私た
ちで未来をつくるヒントを学びました。
　東日本大震災の犠牲者への追悼と復
興への思いを寄せようと、横須賀ＹＭＣ
Ａでは、3月12日に冨山姫路子さんのフ
ルートによる「東日本復興ミニチャリティー
コンサート」を開催し、復興への思いを
共にしました。

復興への思い凧に描き
「揚がれ希望の凧」
～鎌倉・三浦ふれあいの村～
　空から東北に「3.11をわすれない…つ
ながる」思いを送ろうと3月11日に、ＹＭ
ＣＡ三浦ふれあいの村、鎌倉ＹＭＣＡでは、
「揚がれ希望の凧」を実施しました。
参加した子どもたちや保護者は、東北に
おいて避難生活を送っている方や神奈
川県内などに避難している方のことを思
い、それぞれがその思いを絵や言葉にし
て凧に書き入れました。最初は凧揚げ
に慣れていなかった子どもたちも、コツを
つかむと、凧は高く舞い上がり、東北や
避難している方 と々の心を結ぶ希望の凧
を揚げることができました。鎌倉ＹＭＣＡ
では、鎌倉駅にて街頭募金を行い、復
興支援のための募金を呼びかけました。

さんま祭り・バザー
物産展など思いを共に

～舞岡地区センター、大和・川崎～
　横浜市舞岡地区センター（横浜ＹＭ
ＣＡ指定管理）では、3月4日に「さんま
祭り」を開催し、ミニ物産展、せんべい
汁販売、防災食試食コーナー、編み物
で紡ぐ支援の輪などが行われました。さ
んま焼きは横浜南部市場の有志の方で
組織された愛と勇気とさんま実行委員会
のサポートにより250尾を提供でき、来
場した地域の350人とともに東北への思
いを共にしました。
　大和ＹＭＣＡや川崎ＹＭＣＡなどでは、
復興支援バザーが行われました。大和Ｙ
ＭＣＡでは、大和市のイベントキャラク
ター葉っぱの妖精ヤマトンも登場し会場
を盛り上げました。

大震災の教訓から学ぶ
研修や家族防災キャンプ
～避難所運営や防災マップ作り～
　横浜市生麦地域ケアプラザ（横浜Ｙ
ＭＣＡ指定管理*）で3月5日に、横浜中
央ＹＭＣＡやＹＭＣＡつるみ保育園、鶴
見中央地域ケアプラザ*などのスタッフが
鶴見区社会福祉協議会須藤智美氏を
講師に迎え、避難所開設シミュレーション
HUG�（hinanzyounei�game/静岡県・
社会福祉協議会開発）の研修を行いま
した。災害時避難施設や特別避難所の
施設として災害時の要援護者への配慮
に基づく部屋割りや仮設トイレの配置など
を学びました。また、ＹＭＣＡ三浦ふれあい
の村では、「家族防災キャンプ」が行わ
れ、防災マップづくりや避難所運営の話
を聞き、家族で防災意識を高めました。

▲�東日本大震災かながわ追悼の夕べにて参加者全員で黙祷をささげた�
（３・１０東日本大震災かながわ追悼の夕べ実行委員会主催／横浜ＹＭＣＡ賛同団体／於：大通り公園）
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横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
家
族
が

一
緒
に
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
考

え
る
機
会
と
し
て
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ヘ

ル
シ
ー
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
４
月
29
日
（
土
・
祝
）
か
ら
５

月
31
日
（
水
）
ま
で
の
約
１
カ
月

間
に
県
内
に
あ
る
横
浜
中
央
、
横

浜
北
、
湘
南
と
つ
か
、藤
沢
、横
須

賀
、
川
崎
、厚
木
、山
手
台
、
金
沢

八
景
の
９
つ
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
中
心

に
体
験
会
や
講
習
会
を
開
催
す
る
。

　

文
部
科
学
省
の
２
０
１
５
年
度

の
「
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運

動
習
慣
等
調
査
」に
よ
る
と
、50
メ

ー
ト
ル
走
や
反
復
横
跳
び
な
ど
８

種
目
の
測
定
結
果
か
ら
は
、
過
去

の
調
査
と
比
べ
ほ
と
ん
ど
の
年
代

で
運
動
能
力
の
向
上
傾
向
が
み
ら

れ
た
。
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に

よ
り
、
体
育
の
授
業
が
増
え
た
こ

と
な
ど
が
要
因
と
み
て
い
る
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ヘ
ル
シ
ー
キ

ズ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
子
ど
も

た
ち
の
す
こ
や
か
な
心
と
体
の
成

長
を
願
い
、「
よ
く
食
べ
、
よ
く
動

き
、
よ
く
眠
る
」
＝
調
和
の
取
れ

た
食
事
、
適
切
な
運
動
、
十
分
な

休
養
と
睡
眠
と
い
う
３
原
則
を
ふ

ま
え
た
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る

こ
と
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
が

行
わ
れ
る
。リ
ズ
ム
や
バ
ラ
ン
ス
、

反
応
な
ど
の
能
力
を
活
用
し
、
そ

の
時
の
状
況
や
五
感
で
察
知
し
た

も
の
を
頭
で
判
断
し
、
具
体
的
に

筋
肉
を
動
か
す
と
い
っ
た
一
連
の

過
程
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た「
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
キ
ッ
ズ
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
が

行
わ
れ
る
。
横
浜
北

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
か
け

っ
こ
が
早
く
な
る
コ

ツ
や
練
習
法
を
伝
え

る
「
か
け
っ
こ
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
や
幼
児
、

小
学
生
を
対
象
に
水

に
慣
れ
よ
う
と
「
初

め
て
水
泳
」
が
行
わ

れ
る
。
藤
沢
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
で
は
、「
縄
跳
び
講

座
」「
逆
上
が
り
講

座
」、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
山

手
台
セ
ン
タ
ー
で
は

「
親
子
で
体
操
」「
と
び
箱
練
習
」

苦
手
な
種
目
を
重
点
的
に
練
習
す

る
「
苦
手
種
目
練
習
会
」
な
ど
が

行
わ
れ
、
苦
手
意
識
や
運
動
ぎ
ら

い
を
な
く
そ
う
と
展
開
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
食
育
や
栄
養
の
視
点
か

ら
も
健
康
を
考
え
て
い
こ
う
と
、

ニ
ュ
ー
ト
リ
シ
ョ
ン
運
動
推
進
会

議
子
ど
も
の
健
康
づ
く
り
委
員
会

や
お
う
ち
Ｃ
Ｏ

−

Ｏ
Ｐ
、
ス
マ
ー

ト
ラ
イ
フ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
協
力

に
よ
り
食
や
健
康
に
関
す
る
資
料

の
提
供
も
行
わ
れ
る
。
さ
ら
に
近

隣
の
小
学
校
や
幼
稚
園
、
保
育
園

で
は
、
体
力
の
向
上
を
目
指
す
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
紹
介
や
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

保
育
園
で
は
、
親
子
、
保
育
士
へ

の
体
と
心
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、

学
童
ク
ラ
ブ
で
は
キ
ッ
ズ
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
運
動

習
慣
を
身
に
つ
け
て
い
く
。

春が来た
　スミレがきれい
　        　春きれい

春が来た
　スミレがきれい
　        　春きれい

鎌倉ＹＭＣＡ学童クラブ　　むねすえ まうれさん

今月の「平和の川柳」
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
専
門
学
校

と
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
健
康
福
祉
専
門
学
校

の
日
本
語
学
科
で
は
、
中
国
、
ベ

ト
ナ
ム
、
台
湾
、
韓
国
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な

ど
22
の
国
や
地
域
か
ら
１
５
０
名

を
超
え
る
留
学
生
が
学
ん
で
い
る
。

　

２
月
24
日
に
は
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
学
院
専
門
学
校

が
「
第
４
回
日
本

語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

テ
ス
ト
」（
横
浜
ワ

イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
共
催
）
を
横
浜

中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に

て
開
催
し
、
東
京

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
ほ
ん

ご
学
院
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
東
京
日
本
語
学

校
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
健

康
福
祉
専
門
学
校

の
招
待
参
加
者
を

含
む
10
人
が
出
場
し
た
。

ス
ピ
ー
チ
は「
夢
に
向
か
っ
て
」

「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
な
ど
の

テ
ー
マ
で
発
表
が
あ
り
、
最
優
秀

賞
に
は
「
夢
の
山
」
と
題
し
て
、

母
国
ネ
パ
ー
ル
で
幼
稚
園
を
作
り

た
い
と
い
う
夢
を
発
表
し
た
ラ

イ
・
ス
リ
ジ
ャ
ナ
さ
ん
（
東
京
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
に
ほ
ん
ご
学
院
）
が
選
ば

れ
た
ほ
か
、
優
秀
賞
に
郭
乃
嘉
さ

ん（
台
湾
）、
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

賞
に
ポ
ン
ス
ラ
シ
ウ
ィ
ン
・
コ
ン

ト
ー
ン
さ
ん（
タ
イ
）、
神
奈
川
県

青
年
国
際
交
流
機
構
賞
に
ト
ラ

ン
・
ヴ
ァ
ン
・
グ
ェ
ッ
プ
さ
ん
（
ベ

ト
ナ
ム
／
３
名
と
も
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
学
院
専
門
学
校
）
が
選
ば
れ
、

表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

日本語スピーチコンテスト
互いの文化学び交流深める
日本語スピーチコンテスト
互いの文化学び交流深める

子どもの健やかな成長願い
家族や地域と健康づくり
4月からヘルシーキッズキャンペーン開催4月からヘルシーキッズキャンペーン開催

やさいだいすき

　

３
月
に
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
保
育
園
、
高

等
学
院
で
卒
園
式
や
卒
業
式
が
行
わ
れ
た

が
、Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
４
つ
の
専
門
学
校（
横
浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
専
門
学
校
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
健

康
福
祉
専
門
学
校
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ス
ポ

ー
ツ
専
門
学
校
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
福
祉
専
門
学

校
）
の
合
同
卒
業
式
が
３
月
17
日
に
県
立

音
楽
堂
（
横
浜
市
西
区
）
に
て
行
わ
れ
た
。

　

式
の
中
で
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
川
崎

戸
手
教
会
孫
裕
久
牧
師
が
「
人
の
良
い
と

こ
ろ
に
目
を
向
け
て
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
卒
業
生

ら
し
く
歩
ん
で
ほ
し
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
贈
っ
た
。
引
き
続
き
、
卒
業
生
一
人
ひ

と
り
の
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
各
校
校

長
か
ら
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
た
。
卒
業

生
を
代
表
し
て
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
専
門

学
校
の
山
本
侑
生
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
の
学

生
生
活
を
振
り
返
り
感
謝
の
あ
い
さ
つ
を

行
っ
た
。
最
後
に
全
員
で
「
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
・
デ
ィ
ベ
ロ
プ
メ
ン
ト
」
の
歌
を
合
唱

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
社
会
へ
の

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

横浜
祝
福
受
け
社

会
に
巣
立
つ

　1986年に金沢八景駅から徒
歩 2 分の駅前に開設された金沢

八景ステーションは、23年にわたり活動を展開し
てきましたが、2010年に横浜市による金沢八景駅
前周辺の土地区画整理事業に伴い、現在の金沢区
瀬戸23丁目に移転しました。新会館の建設と同時
に、金沢区でも待機児童が増加していたことから
新施設の移転とあわせて、認可保育園「金沢八景
ＹＭＣＡ保育園」を開園することになり、地域の
人びとの豊かな出会いと成長の場を目指して開設
されました。
　現在は、子育てプログラムとして、園庭の開放
やおやこ体操、おやこ英語の取り組み、東日本大
震災支援に取り組んでいます。運営委員会や金沢
八景ワイズメンズクラブと協働したプログラムも
盛んに行われています。
　今後も地域のニーズに対応し、子どもから高齢
者がいきいきと過ごすことができるよう取り組み
を展開していきます。

豊かな出会いと
成長の場の働き担う
金沢八景ＹＭＣＡ・ 
金沢八景ＹＭＣＡ保育園

　春の日差しが心地よくなってき
ました。春夏秋冬、季節の移り変
わりがある日本では、よく『季節
の変わり目』という言葉が聞かれ
ます。この季節の変わり目の時期
になると、疲れがたまりやすくな
ったり、風邪や病気になりやすい
という人も多いようです。
　そんな時、ビタミン豊富な野菜
を子どもに食べさせようと思って
も「野菜を食べてくれない…」と
いうのが多くのママとパパの悩み
です。野菜を小さく切って、料理
に混ぜて分からないようにするの
も方法のひとつですが、子どもた

ちは野菜を触ってみることや料理
のお手伝いをすることで、今まで
食べなかった野菜を「少し食べて
みようかな」と興味をもつように
なります。乳児は野菜に触れる、
野菜ちぎり等、幼児はピーラーを
使って野菜の皮むき、包丁で野菜
を切る等お手伝いの方法はたくさ
んあります。
　子どもにとって野菜を食べるこ
とが良い思い出となって、たくさ
ん食べて、元気に過ごしてもらえ
たら良いですね。
（ＹＭＣＡたかつ保育園　
� 栄養士　平野愛美）

▲�開設から30年の歩みに感謝し共に祝った金沢八景
YMCAにつながる皆さん（2016年）

▲�コンテストではこれまでの学びの成果が発揮された

▲�かけっこの腕ふりを練習した昨年のヘルシーキッズキャンペーン(ＹＭＣＡ山手台センター)
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３
月
11
日
の
「
東
日
本
大
震
災

か
ら
６
年
目
の
つ
ど
い
」
で
は
、

支
援
活
動
に
関
わ
っ
た
５
人
の
ス

タ
ッ
フ
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
っ

た
。関
野
貴
文
ス
タ
ッ
フ（
横
浜
中

央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ウ
エ
ル
ネ
ス
）は
、福

島
県
の
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守

る
た
め
の
運
動
指
導
の
報
告
を
行

い
、「
今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

を
増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ

た
。こ
の
ほ
か
、震
災
直
後
に
盛
岡

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
宮
古
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
で
活
動
し
た
青
木
信
哉
ス

タ
ッ
フ
（
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
三
浦
ふ
れ
あ

い
の
村
）、震
災
直
後
か
ら
支
援
活

動
に
５
回
訪
れ
て
い
る
佐
藤
泰
乃

ス
タ
ッ
フ
（
金
沢
八
景
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

学
童
ク
ラ
ブ
）、園
児
全
員
を
避
難

さ
せ
た
宮
城
県
閖
上
保

育
園
佐
竹
悦
子
元
園
長

の
話
を
聞
い
た
平
山
晴

菜
ス
タ
ッ
フ
（
東
と
つ

か
保
育
園
）、福
島
県
の

児
童
養
護
施
設
の
青
少

年
へ
の
支
援
に
取
り
組

む
尾
原
萌
子
ス
タ
ッ
フ

（
横
浜
北
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
オ

ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
）
が
報

告
と
支
援
活
動
の
継
続

の
必
要
性
を
語
っ
た
。

第
２
部
で
は
、
星
の

子
弦
楽
団
（
指
揮
・
星

重
昭
氏
）
が
都
山
流
尺

八
神
奈
川
県
支
部
の
有
志
と
復
興

祈
念
音
楽
小
会
を
行
っ
た
。
楽
団

は
震
災
直
後
か
ら
支
援
の
た
め
の

音
楽
会
を
毎
月
開
催
し
62
回
目
と

な
っ
た
。
奏
で
ら
れ
た
音
楽
と
と

も
に
今
後
の
支
援
を
考
え
た
。

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
夏
休
み

に
海
外
に
お
い
て
異
文
化
に
触
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
出
会
い
、
豊
か

な
体
験
を
し
て
ほ
し
い
と
青
少
年

を
対
象
と
し
た
国
際
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。
今
年
は

「
バ
ン
ク
ー
バ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
ル

キ
ャ
ン
プ
」「
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ラ
イ

フ
ｉ
ｎ
キ
ン
グ
ス
ト
ン
」
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
参
加
者
を
募

集
し
て
い
る
。

バ
ン
ク
ー
バ
ー
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
協

力
で
実
施
さ
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
キ

ャ
ン
プ
は
、
各
国
か
ら
集
ま
る
仲

間
と
と
も
に
大
自
然
の
中
で
約
２

週
間
の
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
。
キ
ャ

ン
プ
場
に
日
本
人
引
率
者
が
常
駐

し
て
い
る
た
め
、
初
心
者
で
も
安

心
し
て
キ
ャ
ン
プ
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
。
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ラ

イ
フ
は
、
キ
ン
グ
ス
ト
ン
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
協
力
で
行
わ
れ
、
キ
ャ
ン
プ

場
や
大
学
の
寮
に
お
い
て
宿
泊
し
、

選
択
制
で
キ
ャ
ン
プ
の
ほ
か
短
期

で
の
語
学
留
学
や
ボ
ー
ト
ツ
ア
ー
、

文
化
体
験
な
ど
を
行
う
。
ど
ち
ら

も
キ
ャ
ン
プ
中
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
英
語
を
使
う
た
め
英
語

力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。

キ
ャ
ン
プ
説
明
会
は
４
月
か
ら

６
月
10
日
ま
で
の
土
曜
日
に
行
わ

れ
て
い
る
（
５
月
６
日
を
除
く
）。

お
問
い
合
わ
せ
は
各
英
語
学
校
へ
。

キ
ャ
ン
プ
の
詳
細
は
４
面
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

横
浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
１
９
６

５
年
に
始
め
た
空
手（
和
道
流
）が

創
立
50
周
年
を
祝
い
３
月
５
日
に

空
手
ク
ラ
ス

50
周
年
祝
う

ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て

祝
賀
会
が
行
わ
れ
た
。

当
時
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
ア

メ
リ
カ
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
か
ら
紹
介
さ

れ
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
廣

田
兼
敏
体
育
主
事
が
日
本
で
広
め

た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
が
行
わ
れ
て
い
た
中
、
同
じ
く

青
少
年
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、

空
手
ク
ラ
ス
が
開
設
さ
れ
た
。

祝
賀
会
で
は
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

田
口
努
総
主
事
が
祝
辞
を
述
べ
、

半
世
紀
に
わ
た
る
空
手
を
通
じ
た

青
少
年
教
育
に
感
謝
し
、
和
道
流

山
下
会
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
空
手
部
山

下
俊
次
会
長
に
感
謝
状
を
手
渡
し

た
。現

在
空
手
ク
ラ
ス
は
、
横
浜
中

央
、
横
浜
北
、
川
崎
、
横
須
賀
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
に
て
行
わ
れ
て
お
り
、
先

人
た
ち
の
思
い
が
つ
な
が
る
取
り

組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

青
少
年
国
際
交
流
を
夏
休
み
に

カ
ナ
ダ
で
豊
か
な
出
会
い
と
学
び
を

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

今後の支援を共に考えた「つどい」
星の子弦楽団の音楽と思い届ける
東日本大震災６年目のつどいを80人とともに東日本大震災６年目のつどいを80人とともに

FLASH NEWS

い
つ
だ
っ
た
か

き
み
た
ち
が

空
を
と
ん
で
行
く
の
を
見
た
よ

風
に
吹
か
れ
て

た
だ
一
つ
の
も
の
を
持
っ
て

旅
す
る
姿
が

う
れ
し
く
て
な
ら
な
か
っ
た
よ

人
間
だ
っ
て
ど
う
し
て
も

必
要
な
も
の
は
た
だ
一
つ

私
も
余
分
な
も
の
を
捨
て
れ
ば

空
が
と
べ
る
よ
う
な
気
が
し
た
よ

　
　
　
　
　
（
詩　

星
野
富
弘
）

　

よ
う
や
く
春
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
る
。春
の
花
は
桜
も
あ
る
が
、

ど
こ
に
で
も
あ
る
タ
ン
ポ
ポ
も
春

を
教
え
て
く
れ
る
。
タ
ン
ポ
ポ
の

ふ
わ
ふ
わ
し
た
「
わ
た
ぼ
う
し
」

を
摘
ん
で
息
を
吹
き
か
け
て
飛
ば

し
た
こ
と
が
あ
る
方
も
多
い
だ
ろ

う
。「
わ
た
ぼ
う
し
」
が
出
来
る
ま

で
の
絵
本
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。

　

一
年
か
け
て
育
っ
た
タ
ン
ポ
ポ

の
花
が
咲
い
て
い
る
の
は
、
わ
ず

か
７
日
か
ら
10
日
ぐ
ら
い
だ
。
咲

き
終
わ
り
、
花
を
し
ぼ
ま
せ
て
１

カ
月
ぐ
ら
い
か
け
て
綿
毛
を
育
て
、

て
、
あ
る
日
一
気
に
「
わ
た
ぼ
う

し
」
が
咲
く
。
と
て
も
神
秘
的
で

美
し
い
。

　

傘
の
よ
う
な
綿
毛
一
本
の
柄
の

下
に
種
を
付
け
て
い
る
。
だ
い
た　

い
80
本
か
ら
２
０
０
本
つ
い
て
い

る
そ
う
だ
。
飛
ぶ
距
離
は
50
メ
ー

ト
ル
ぐ
ら
い
か
ら
、
一
度
宙
に
舞

い
上
が
る
と
10
キ
ロ
も
飛
ぶ
そ
う

だ
。ま
る
で
命
の
旅
の
よ
う
だ
が
、

ど
の
地
に
落
ち
て
も
根
を
強
く
深

く
育
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
て
踏
ま

れ
て
も
育
つ
の
だ
と
い
う
。

　

４
月
は
新
し
い
学
校
や
学
び
の

場
、
職
場
に
旅
立
つ
姿
を
見
か
け

る
。
不
安
の
中
に
も
期
待
と
希
望

が
満
ち
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場

に
お
い
て
、
し
っ
か
り
と
根
付
い

て
ほ
し
い
も
の
だ
。

　

大
人
は
多
く
の
期
待
を
か
け
る

が「
必
要
な
も
の
は
た
っ
た
一
つ
」。

根
が
深
く
育
つ
よ
う
見
守
り
、「
そ

れ
で
い
い
ん
だ
よ
」
と
水
を
あ
げ

る
よ
う
に
励
ま
し
の
声
を
か
け
続

け
よ
う
。
自
ら
育
ち
、
綿
毛
の
よ

う
に
飛
び
立
つ
心
を
大
切
に
し
て

い
こ
う
。
４
月
、
私
た
ち
も
余
分

な
も
の
を
捨
て
飛
び
立
ち
た
い
。

　童話絵本の点字図書館の創設を目指す
UniLeaf（2008年「夢すくすく賞」受賞団体）ワー
クサポートセンタ―パン工房「アンジュ」への
支援はクラブとして定着してきました。また、
湘南とつかＹＭＣＡが3年前から始めたユース
リーダーとの研修交流会にも手を差し伸べはじ
めました。
　クラブ例会では健康教育部スタッフの協力で
コグニサイズを欠かさず実施して効果を上げて
いるほか、クラブの会員はＹＭＣＡの会員事業
委員に3名、湘南とつかＹＭＣＡ運営委員にも3
名（うち1名は運営委員長）が参画しています。
これからも「ＹＭＣＡとともに」が目標です。
�（横浜とつかワイズメンズクラブ会長　浦出昭吉）

横浜ＹＭＣＡは、アジアの国と地域にあるＹＭ
ＣＡと積極的な交流を行っているが、 3 月 7

日には、中国・上海ＹＭＣＡの呉建榮総幹事、夏寒
松理事、上海ＹＷＣＡのMs.Wang Xiao Yan副総
幹事が横浜ＹＭＣＡを訪れ、横浜ＹＭＣＡ田口努総
主事をはじめ､北田純一健康事業本部長、瀬谷智明高
齢者事業本部長、生井知三横浜ＹＭＣＡ学院専門学
校校長､平岡守日本語学科スタッフ､高村文子国際・
地域事業チーフと高齢者事業や介護予防、日本語教
育、スタッフ交流などについて協議を行った。

世界の国を知る講座「アフガニスタンってどんな
国・子どもと女性の今」のテーマでイーグル・

アフガン復興協会江藤セデカ理事長が 3 月18日に横
浜中央ＹＭＣＡにおいて講演を行った（神奈川県ユ
ニセフ協会主催、横浜ＹＭＣＡ共催）。講演会では、
アフガニスタンの子どもの現状や命の尊さ、教育の
大切さ、女性の働き方、平和の大切さなどを語った。

総主事
田 口 　 努

飛び立ついのち

根を張った地域活動
横浜とつかワイズメンズクラブ

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
音

楽
を
楽
し
も
う
と
「
第
10
回 

輪 

和 

Ｗ
ａ

コ
ン
サ
ー
ト
」
が
、
２
月
25
日
に
大
和
市

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

２
０
０
７
年
か
ら
大
和
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
営

委
員
会
の
発
案
に
よ
り
、
輪 
和 
Ｗ
ａ
コ

ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
（
金
井
之
広
実
行

委
員
長
）の
主
催
で
行
わ
れ
、障
が
い
の
あ

る
子
ど
も
た
ち
や
そ
の
保
護
者
を
は
じ
め

約
２
５
０
人
の
市
民
が
楽
し
ん
だ
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、西
口
則
子
さ
ん（
ソ

プ
ラ
ノ
）ら
が
演
奏
を
披
露
し
た
ほ
か
、会

場
の
有
志
の
子
ど
も
た
ち
が
奏
で
る
ト
ー

ン
チ
ャ
イ
ム
に
合
わ
せ
会
場
の
皆
さ
ん
が

手
話
で「
手
の
ひ
ら
を
太
陽
に
」を
歌
っ
た
。

大和
障
が
い
越
え

音
楽
楽
し
む

▲�星の子弦楽団と都山流尺八神奈川
県支部による音楽会

▲��福島県の子どもたちの健康を守る運動指導の報告を行う関野スタッフ

▲�カナダの大自然の中で豊かな交流

▲�山下会長に感謝状を手渡す田口総主事
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http://www.yokohamaymca.org

横浜中央ＹMＣA
横 浜 北 Ｙ M Ｃ A
湘南とつかＹMＣA
ＹMＣA山手台センター
金沢八景ＹMＣA
ＹMＣA　ＡＣＴ
川 崎 Ｙ M Ｃ A
鎌 倉 Ｙ M Ｃ A
藤 沢 Ｙ M Ｃ A
横 須 賀 Ｙ M Ｃ A
厚 木 Ｙ M Ｃ A
大和ライフサポートセンター
YMCAライフサポートセンター関内
YMCAライフサポートセンター鶴見

☎ 045（662）3721
☎ 045（433）4321
☎ 045（864）4768
☎ 045（813）1022
☎ 045（782）3003
☎ 045（316）1881
☎ 044（932）2031
☎ 0467（24）7859
☎ 0466（26）1150
☎ 046（834）5811
☎ 046（223）1441
☎ 046（264）3192
☎ 045（680）6680
☎ 045（506）0131

ＹMＣAとつか保育園
ＹMＣAマナ保育園
ＹMＣAかわさき保育園
ＹMＣAつるみ保育園
ＹMＣA東とつか保育園
ＹMＣAいずみ保育園
ＹMＣA東かながわ保育園
ＹMＣAたかつ保育園
金沢八景YMCA保育園
ＹMＣAオベリン保育園
YMCA東とつかセンター
ワークサポートセンター
鶴見中央ＹMＣA
富 士 山 Ｙ M Ｃ A
本 部 事 務 局

☎ 045（870）3663
☎ 045（790）3588
☎ 044（520）1825
☎ 045（500）5030
☎ 045（820）5588
☎ 045（800）3010
☎ 045（440）3763
☎ 044（281）7833
☎ 045（353）5130
☎ 042（707）9974
☎ 045（392）3747
☎ 045（867）0090
☎ 045（508）7800
☎ 0544（54）1151
☎ 045（662）3721

レクチャー
■イングリッシュセミナー
日　時　 4月21日（金）　午前10時～正午
会　場　鎌倉ＹＭＣＡ　201教室
テーマ　「The Philippine cuisine」　
講　師　Anri Hamasakiさん
参加費　 会員1,100円、一般1,400円
申込み　鎌倉ＹＭＣＡ　☎ 0467（24）7859
○ 食材、料理法、食文化などからフィリピン

の食文化を学びます。

キリスト教理解
■バイブルカフェ
日　時 　 4月12日（水）午後 6時30分～ 7時30分
会　場　川崎ＹＭＣＡ　21教室
講　師　 青木　靖氏 

（登戸エクレシアキリスト教会副牧師）
テーマ　「マルコによる福音書を読む」
参加費　無料
問合せ　川崎ＹＭＣＡ　☎044（932）2031
■聖書からの学び
日　時　 4 月13日（木） 

午前10時30分～11時10分
会　場　湘南とつかＹＭＣＡ　 2階教室
講　師　 堀野浩嗣氏 

（横浜戸塚バプテスト教会牧師）
テーマ　「イエス・キリストを知る」
参加費　無料
問合せ　湘南とつかＹＭＣＡ☎045（864）4768
■聖書に聞く「聖書のイロハ」
日　時　 4月21日（金） 午前11時～12時
会　場　横須賀ＹＭＣＡ
テーマ　「天地創造」
参加費　無料
問合せ　横須賀ＹＭＣＡ　☎046（834）5811
■聖書を読んでみよう会
日　時　 4月24日（月） 午後 6時30分～
会　場　横浜中央ＹＭＣＡ 6 階教室
参加費　無料

問合せ　横浜中央ＹＭＣＡ ☎045（641）5785
◯ 新約聖書ヨハネによる福音書について話し

合いをしています。

イベント
■�富士山ＹＭＣＡゴールデンウィークファミ
リーキャンプ

日　時　 5 月 3 日（水・祝）午後 2時30集合～ 
5 日（金）午後 1時15分解散予定

会　場　 富士山ＹＭＣＡグローバル・エコ・
ヴィレッジ（静岡県朝霧高原）

内　容　 天体観察、クラフト、ダイヤモンド
富士を見よう　他（一部選択）

参加費　 大人（中学生以上）26,500円～、子
ども（ 4歳～小学生）23,500円～（宿
泊棟・キャビンにより異なります）

申込み　 4月12日（水）までに富士山ＹＭＣＡへ
　　　　☎0544（54）1151
〈夏の国際交流プログラム〉
■バンクーバー・グローバルキャンプ
期　間　 7月28日（金）～ 8月12日（土）
行　先　 カナダ・ブリティッシュコロンビア

州 バンクーバーＹＭＣＡ
対　象　小学 4年生～17歳未満の高校 2年生
内　容　 世界中から集まる仲間とキャンプを

体験。バンクーバー市内観光。
参加費　約450,000円程度
問合せ　横浜中央ＹＭＣＡ　☎045（641）5492
■カナディアンライフinキングストン
期　間　 7月28日（金）～ 8月12日（土）
行　先　 カナダ・オンタリオ州 

キングストンＹＭＣＡ 
対　象　① 8歳～14歳　②14歳～16歳
内　容　 ホームステイなどを通してカナダの

文化を学びます。
参加費　約445,000円程度
問合せ　湘南とつかＹＭＣＡ☎045（864）4768

カルチャー
〈なつかしい童謡や唱歌を歌います〉

■北ＹＭＣＡ　うたごえひろば
日　時　 4 月11日（火） 

午後12時40分～ 2時30分
対　象　一般（熟年世代の皆さん）
会　場　北ＹＭＣＡ 3階スタジオ
参加費　300円
申込み　北ＹＭＣＡ　☎045（433）4321
■湘南とつかＹＭＣＡ　うたごえひろば
日　時　 4月18日（火）午後 2時～ 4時
対　象　一般（熟年世代の皆さん）
会　場　湘南とつかＹＭＣＡ 1階ホール
参加費　300円　
申込み　湘南とつかＹＭＣＡ☎045（864）4768
■厚木ＹＭＣＡ　うたごえひろば
日　時　 4月25日（火）午後 2時～ 3時30分
対　象　一般（熟年世代の皆さん）
会　場　厚木ＹＭＣＡ　
参加費　500円
申込み　厚木ＹＭＣＡ☎046（222）8619
■藤沢ＹＭＣＡ　うたごえひろば
日　時　 4 月21日（金） 

午後 1時15分～ 3時15分
対　象　一般（熟年世代の皆さん）
会　場　藤沢ＹＭＣＡ　
参加費　300円（要予約）
申込み　藤沢ＹＭＣＡ☎0466（26）1151
■生麦地域ケアプラザ　うたごえひろば
日　時　 4 月19日（水） 

午後 1時30分～ 3時30分
対　象　一般（熟年世代の皆さん）
会　場　 生麦地域ケアプラザ（横浜ＹＭＣＡ

運営委託） 2階多目的ホール
参加費　100円
申込み　生麦地域ケアプラザ
　　　　☎045（510）3411

子育て支援
■子育て応援ボランティア説明会
日　時　 4月18日（火）午後 2時～ 3時
会　場　のんびりんこ研修室
対　象　 子育て支援に関心のある方で説明会

に参加できる方
問合せ　 中区地域子育て支援拠点のんびりん

こ☎045（663）9715
○ 地域での子育てをお手伝いしていただける

方を募集します。

学校説明会
■横浜ＹＭＣＡ学院専門学校作業療法科
日　時　 4 月22日（土） 午前10時～正午、 

28日（金） 午後 6時～ 8時
内　容　学校説明会
申込み　☎045（641）5785
■ＹＭＣＡ健康福祉専門学校
日　時　 4 月 8 日 （土） 午前 9時30分～ 

12時30分､ 午後 2時～ 5時
内　容　学校説明会　
申込み　☎046（223）1441
■横浜ＹＭＣＡスポーツ専門学校
日　時　 4 月15日、22日（土） 

午前 9時30分～12時30分
内　容　 学校体験（15日保育園体験、22日ス

ポーツクラブ体験）
申込み　☎045（864）4990
■高等学院
日　時　 4月22日（土）午前10時～11時30分
内　容　学校説明会
申込み　☎0466（26）1150
※ 詳細は電話またはHPにて各校へお問い合

わせください。

ボランティア情報
■ヘルシーキッズデー　ボランティア
日　時　 4月29日（祝・土）
内　容　 各ＹＭＣＡで行われるヘルシーキッズ

デーのイベント運営のボランティア
申込み　 4 月17日（月）までに各ＹＭＣＡ健

康教育部までお申込みください。連
絡先は 4面上をご参照ください。

○ 子どもの健康づくりのお手伝いをしてみま
せんか。詳細は、各ＹＭＣＡ健康教育部へ

　

私
は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
出
身
で
、
3
月
に

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
専
門
学
校
の
日
本
語

学
科
を
卒
業
し
ま
し
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の

高
校
で
１
年
く
ら
い
日
本
語
を
勉
強
し
て

か
ら
日
本
に
来
ま
し
た
。
私
の
高
校
に
日

本
か
ら
原
田
さ
ん
と
い
う
方
が
来
て
「
一

人
の
学
生
に
日
本
へ
行
っ
て
日
本
語
を
勉

強
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
あ
げ
た
い
」
と
言
い

ま
し
た
。そ
の
た
め
特
別
な
面
接
が
あ
り
、

私
は
そ
れ
に
合
格
し
ま
し
た
。
２
０
１
５

年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
日
本
語
の
勉
強
は

今
年
の
３
月
ま
で
２
年
間
続
き
ま
し
た
。

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
日
本
語
学
科
の
ル
ー
ル
は

厳
し
い
で
す
が
、
設
備
が
良
く
、
ス
タ
ッ

フ
の
方
は
い
つ
も
笑
顔
で
対
応
し
て
く
れ

ま
す
。先
生
方
は
授
業
中
厳
し
い
で
す
が
、

教
え
方
が
上
手
で
、
よ
く
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
り
、勉
強
が
面
白
く
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
聴
解
力
と
会
話
力
が
伸
び
て
日
常

生
活
で
日
本
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
の
言
い
た

い
こ
と
を
日
本
語
で
う
ま
く
表
現
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
国
の

友
だ
ち
と
勉
強
す
る
こ
と
は
楽
し
い
で
す
。

　

今
年
の
４
月
か
ら
開
設
さ
れ
る
同
じ
横

浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
専
門
学
校
の
「
国
際
情

報
ビ
ジ
ネ
ス
科
」
に
進
学
し
勉
強
を
続
け

て
い
ま

す
。

ス
リ
ラ

ン
カ
の

高
校
で

学
ん
で

き
た
ビ

ジ
ネ
ス

や
マ
ー

ケ
テ
ィ

ン
グ
を

続
け
て

勉
強
で
き
る
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

２
年
間
の
勉
強
と
そ
の
後
の
日
本
で
の
就

職
の
た
め
に
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
富
士
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
の
キ
ャ

ン
プ
リ
ー
ダ
ー
や
英
語
学
校
で
の
幼
児
デ

イ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
体
験

し
ま
し
た
。
富
士
山
で
は
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
日
本
の
遊
び
を
し
た

り
、
日
本
の
わ
ら
べ
歌
を
歌
っ
た
り
し
ま

し
た
。
幼
児
の
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
驚
い

た
の
は
子
ど
も
た
ち
の
元
気
さ
で
す
。
大

人
の
私
が
一
日
中
子
ど
も
た
ち
と
同
じ
よ

う
に
元
気
に
楽
し
む
の
は
と
て
も
難
し
い

こ
と
で
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中

で
自
然
や
友
だ
ち
の
大
切
さ
を
知
り
ま
し

た
。
ま
た
、
自
然
の
中
で
ス
ト
レ

ス
を
解
消
で
き
日
本
の
子
ど
も
と

仲
間
に
な
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
日
本
人
と
一
緒
に
活
動
し
た

の
で
、
日
本
の
ル
ー
ル
や
文
化
や

習
慣
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
今
ま
で
私
が
困
っ
た
時
や

で
き
な
か
っ
た
時
に
助
け
て
く
れ

た
学
校
の
先
生
方
、
友
だ
ち
、
私

の
両
親
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

▼新しい年度がはじまります。ＹＭＣＡを通して多くの出会いと、つながりとそれぞれに良き学びがありますように。子どもたちの健康を考えるヘルシーキッズキャンペーンにもぜひご参加ください。（直）

日
本
語
学
科
で
の
学
び
活
か
し

新
設
国
際
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
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横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
専

門
学
校
日
本
語
学
科

▲ＹＭＣＡ英語プログラムのボランティア活動を行うチャラナさん


